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エクセルの準備

ソフトを起動する前に、エクセルの「マクロの設定」を無効から有効に変更します。メニューバーの「開発」

-「マクロのセキュリティ」を選択し、「すべてのマクロを有効にする」にチェックを入れてください。

Ⅰ. 目的

学校健診用ソフトのうち、成長異常群の検出と、データ抽出・転送を行うためのプログラムです。

学校健診用ソフトの概略を、以下の図に示します。

Ⅱ. 操作

プログラムは３つで、１つのフォルダに入れます。

フォルダ名は、例えば、「健診ソフト○○」とします（○○は西暦年です）。

３つのプログラムとは、「学校健診プログラム○○」、「データ抽出転送プログラム○○」、「成長曲線自動作

成プログラム○○」です。以下の説明では、○○は省略することがあります。

他に、「学校健診プログラム○○」のデータを保存すると、「○○年度-健診データ保存」ファイルができあ

がります。「○○年度-健診データ保存」ファイルは、1～6 年分を同じフォルダに入れます。

起動方法

１）エクセルメニューの「ファイル」をクリックします。

２）「健診ソフト○○」のフォルダにある「データ抽出転送プログラム」を選び、起動します。
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ソフトを起動すると初画面が表示されます。

初画面に示すように、異常群検出と時系列データ抽出・転送が主な役目です。

初画面の下方に、「サンプルデータ」ボタンがあります。

脳腫瘍・内分泌疾患の患者の成長データから、成長曲線を描出します。

「サンプルデータ」ボタンをクリックすると、以下の「成長曲線サンプルデータ」に移動します。

サンプルデータは、ネット上（http://www.gakkohoken.jp/column/archives/83）に掲載された、

「ひとりひとりに成長曲線を描こう Vol.1-5」（たなか成長クリニック院長・成長科学協会理事・日本成長学

会理事長 田中敏章先生から許可を得て転載しています。

「サンプル 1～6」ボタンをクリックすると、データが転送され、「成長曲線自動作成プログラム」に移動しま

す。
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前処理） 生年月日・補助表に生年月日を入力

データ抽出・転送して「成長曲線自動作成プログラム」で成長曲線を描出するには、生年月日が必要です。

前処理として、「組編成と生年月日入力表」を用いて生年月日を入力します（「組編成と生年月日入力表

--取扱説明書」参照）。

処理 A） 異常群検出プログラム

異常群検出プログラムの対象ファイルは、「学校健診プログラム」と 6 年分の「検診データ保存」ファイル

です。異常群の内訳は、低身長群、ヤセ・肥満群、成長異常群です。

初画面の、「学校健診プログラムから異常群検出へ」ボタン、または「「検診データ保存」から異常群検出へ」

ボタンをクリックして、異常群検出プログラムに移動します。

○「学校健診プログラムから異常群検出へ」ボタンをクリックすると、以下のシートに移動します。

「学校健診プログラム選択」枠に、今年度分の「学校健診プログラム○○」を指定します。

検索対象の健診期間が「春・秋・全（春・秋）」から選択できます。

また、「検索対象とその基準値」が設定できます。

「異常者検出」ボタンをクリックすると、ID番号と名前・性別・異常値が列挙されます。

異常者の検出基準は、「低身長 SD（初期値-2.0 以下）」・病的肥満「肥満度（初期値+30%以上）」、ヤセ「肥満

度（初期値-20%以下）」、「成長速度 SD（初期値-4.0 以下）」、「成長速度 SD（初期値+4.0 以上）」です。

成長速度 SD については、「成長曲線自動作成プログラム」で詳述します。

成長速度 SD と「身長 SD 差」との間には非常に強い相関があり、私たちの求めた回帰式は、
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「身長 SD 差＝0.076×成長速度 SD－0.032」、相関係数ｒ＝0.911、寄与率 83.0％、でした。

抽出対象を変更する場合、基準値を変更します。

"データクリア"をクリックすると初期値に戻ります。

最終選択 IDを左下に表示し、右側縦列に最終選択 ID から ID 番号・氏名を連番で作成しています。

○「「検診データ保存」から異常群検出へ」ボタンをクリックすると、以下のシートに移動します。

「健診保存ファイル選択」枠に、1～6 年分の「○○年度-健診保存」ファイルを指定します。

検索対象の健診期間が「春・秋・全（春秋冬）」から選択できます。

また、「検索対象とその基準値」が設定できます。

「異常者検出」ボタンをクリックすると、ID番号と名前・性別・異常値が列挙されます。

抽出対象を変更する場合、基準値を変更します。

"データクリア"をクリックすると初期値に戻ります。

最終選択 IDを左下に表示し、右側縦列に最終選択 ID から ID 番号・氏名を連番で作成しています。

注 1）「「データ抽出・転送」シートへ」ボタン

「データ抽出・転送」シートに移動します。

ID 番号にカーソルを置いて、このボタンをクリックすると、「データ抽出・転送」シートのデータがクリア

され、ID 番号が入力されます。

注 2）「「データ抽出・転送」シートへ 移動のみ」ボタン

「データ抽出・転送」シートに移動しますが、データのクリア・ID 番号の入力はされません。
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処理 B） 時系列データ抽出・転送プログラム

初画面の、「「データ抽出・転送」シートへ」ボタンをクリックして、

以下に示す、「データ抽出・転送」シートに移動します。

１）「健診保存ファイル選択」枠に、1～6 年分の「○○年度-健診保存」ファイルを指定します。

２）「学校健診プログラム選択」枠に、今年度分の「学校健診プログラム○○」を指定します。

３）入力は、ID番号のみです。

異常群検出シートにある「「データ抽出・転送」シートへ」ボタンを使うと、自動入力されます。

４）「時系列データ抽出」ボタンをクリックします。

ID番号だけで、氏名・性別・生年月日・データ（計測日・身長・体重）が抽出されます。

「検診保存ファイル」1～6年分と、「学校健診プログラム○○」からデータが抽出され、自動で時系列

に並べ替えされます。

５）「成長曲線自動作成プログラムへデータ転送」ボタンをクリックします。

データが転送され、「成長曲線自動作成プログラム」に移動します。

注 1）画面上にあるマクロボタンから、シート移動が簡単にできます。

注 2）「時系列データ抽出」ボタンをクリックすると、「生年月日」シートに入力された生年月日データが、

成長曲線作成プログラムに自動で抽出・転送されます。

平成 30 年 2月 22 日

（文責：高橋泰生）


